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第1章　序論

【1－1】研究の背景と動機
　私は2017年より NPO法人子どもとアーティ
ストの出会いにおいてプログラムディレクター
としてアートと子どもたちをつなぐ現場での活
動を行っている。アートを仕事にして関わって
いく中で、アートそのものについてとアートと
社会の関係についてもっと考えたくなり、神戸
大学国際人間科学部発達コミュニティ学科アー
トコミュニケーションプログラムに編入学をし
た。そして、大学、参加しているNPO、個人で
関わっているアートプロジェクトなどを通して、
都市部と地方の文化環境の格差が大きな問題で
あると考えるようになった。

　私自身、出身地である長崎市を出たあとに東
京や大阪といった都市部に住んでみて、住民が
触れられる文化の種類と質の差に驚いた。触れ
られる文化の多さは人びとの多様な考えや生き
方を実感する経験の数となる。多様性という言
葉が叫ばれている現在、多様な価値観に触れる
経験は多様性の重要性を理解するうえでも必要
になってきているが、地方においては文化的多
様性や職業の多様性などは都市部よりも低く、
地方でのダイバーシティへの理解を促進するこ
とには課題も多いと考えられる。そして、そも
そも地方ではアーティストという存在と出会う
ことすら少ない。多くのアーティストは芸術文
化の生産地であり消費地でもある都市部に住ん
でいるからである。そのため日本の地方にいる

アーティストが地域の中に入って起こること
―アートプロジェクトから見る地域への影響―

石 田 絵里香＊

　都市部と地方の文化環境の格差は、地方での多様性への理解や創造的社会活動の推進お
いて課題となりうる。多くのアーティストは都市部に居住し活動しているため、日本の地
方では現在進行中の芸術活動を目にすることはなかなかなく芸術に触れる機会もその種類
も限られている。人口流出、少子高齢化、過疎化といった日本の社会の問題が現時点で深
刻に表れている地方にとって複雑な地域の課題を今までとは違うやり方で改善・解決して
いくことが求められており、そのためには創造的な思考と活動が必要である。本論文では、
福岡県八女市笠原地区で実施された奥八女芸農プロジェクトを事例として、中山間地域に
おけるアートプロジェクトを文化・歴史的活動理論を用いて分析した。インタビューや報
告書等のプロジェクトに関わる刊行物よりプロジェクトの活動での拡張的学習行為を整理
した。このプロジェクトにおいては、拡張的学習行為が一部繰り返しや飛躍があるものの、
おおむね拡張的学習プロセスに沿った形で進行していき、このアートプロジェクトで拡張
的学習がおこなわれていることが示唆された。拡張的学習を伴うアートプロジェクトでは、
プロジェクト活動中や終了後に地域を変える原動力になる活動が生まれる可能性が多大に
ある。また、アートプロジェクトの活動の経験がその地域での他の活動に活きてくるであ
ろうことが予想される。
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と、現在進行中の芸術活動を目にするというこ
とはなかなかなく、芸術に触れる機会もその種
類も限られている。人口流出、少子高齢化、過
疎化といった日本の社会の問題が現時点で深刻
に表れている地方にとって、そのような複雑な
地域の課題を今までとは違うやり方で改善・解
決していくことが必要となってきており、その
ためには創造的思考がなくてはならない能力の
ひとつになってきている。そして、その創造性
を支えるのが多様性への理解であり、多様性の
理解と自己理解を深めるのが芸術に触れること
だと私は考えている。それゆえ、私は、地方で
もアーティストと関わる機会を創出することが
必要であると強く思っている。

　その一方で2000年代から地方での芸術祭がブ
ームとなった。自治体の芸術をつかって地域お
こしをしたいという考えも相まって、地域外か
らの観光客の集客と普段はなかなか触れないア
ートを地域に持ち込むという意図をもってして、
地方での芸術祭が乱立した。そのなかには成功
している芸術祭も見られるが、地域とのトラブ
ルなどの問題が発生したり、継続していかなか
ったものも多く見られる。芸術祭という祝祭的
にアートに触れる機会を地域に作っていくのも
ひとつの方法だとは思っているが、地域にアー
トが根付くには、もっと日常に近い形でアーテ
ィストが継続的に地域で作品を作っていったり、
地域に関わっていくことで、地域の人びとが日
常のなかでそれに触れる機会が増えることが重
要だと考える。それゆえ、住民の生活に近いと
ころで、どのように芸術は地域と関わっていけ
るのかということは地方でのアート活動を考え
るうえで必要である。地方で生活に近いところ
でアートが根付くためには、アーティストと関
わる機会を創出することが必要である。アーテ
ィストは都市部に集中している。都会で活動し
ているアーティストが地方に地域に関わってい
ける仕組み、生活できる仕組みを作っていくこ
とが課題となってくる。継続的で日常に近いか
たちでの草の根的な芸術活動があってこそ、芸
術に触れる機会創出という意味での文化環境の
向上と地域にアートが根付くことにつながるの

だと考える。そしてそれは、地域の活性化や地
域力向上のきっかけになりうる。

　このような問題意識のなかで、私は2018年よ
り九州大学の附属機関であるソーシャルアート
ラボ主催の「奥八女芸農プロジェクト」の一部
プログラムにボランティアのスタッフとして関
わってきた。そのなかで、地域の中で地域外の
人を受け入れて農村体験をコーディネートする
ハブとなる組織が、アートプロジェクトにおい
ても単なる企画の受け入れ協力ではなく、共に
企画に携わりプログラムを作っていくという関
わり方をしている現場を目の当たりにして、そ
こで行われるプログラムや作品制作のプロセス
自体が農村という舞台のなかで柔軟に変化して
いくようすを感じ取ることができた。このよう
なアートプロジェクトはアートが地域と関わっ
ていくモデルの一つになりそうだと感じ、この
ような組織やプロジェクトの中身の変化につい
て分析できないかと考えた。
　アートプロジェクトの既存研究では、その社
会的効果や意義を問う研究、手法の研究、国際
比較や社会学をベースとした研究は行われてい
るものの、地域のアートプロジェクトに関わる
人の変容や組織の変化そのものを分析した例は
見られない。そして、人間の変容を研究の対象
とできるのは教育の分野であり、そのなかでも
文化・歴史的活動理論、そこから派生する拡張
的学習理論というものが、プロジェクトのコミ
ュニティの中で人びとの関わりが変化していき、
創造的な活動が起こってくるというアートプロ
ジェクトで発生する現象を対象として考察がで
きるかもしれないということを知り、この理論
を用いてアートプロジェクトを分析したいと考
えた。本論文では奥八女芸農プロジェクトのプ
ロジェクトチームの活動の変化を追い、拡張的
学習理論に基づいて分析していくことにより地
方におけるアートプロジェクトの影響を考えて
いきたい。

【1－2】研究の目的と構成
　本論文では、福岡県八女市笠原地区で実施さ
れた奥八女芸農プロジェクトを事例として、中
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山間地域におけるアートプロジェクトを文化・
歴史的活動理論（以下、活動理論）を用いて分
析する。具体的には、インタビューや報告書等
のプロジェクトに関わる刊行物よりプロジェク
トの活動のプロセスを整理し、このプロジェク
トにおいて拡張的学習がなされているかを検討
する。そして、そのプロジェクトにおける拡張
的学習についての意味づけをおこない、そのよ
うな拡張的学習を伴うアートプロジェクトが地
域にどのような作用を及ぼすのかということと、
地域にアーティストが入って作品をつくること
が地域にどのような影響を及ぼし得るのかとい
うことを考えていく。
　第 2章では、本研究で採用したユーリア・エ
ンゲストロームの活動理論と拡張的学習につい
ての概要を説明するとともに、活動理論におけ
る芸術がどのように取り扱われているのかを紹
介する。第 3章では、刊行文書・プロジェクト
記録・インタビューから奥八女芸農プロジェク
トの事例について記述する。なお、インタビュ
ーについては、立場の違うプロジェクト関係者
1名ずつに対してグループインタビューを実施
した。インタビューの実施概要とインタビュイ
ーについては以下の通りである。

インタビュー実施概要
2022年10月24日　時間：115分
実施者：石田絵里香
形　式：半構造化グループインタビュー
回答者：
　長津結一郎 氏
　　﻿（九州大学 芸術工学研究院 未来共生
デザイン部門 准教授、社会包摂デザイ
ン・イニシアティブソーシャルアート
ラボ）

　小森　耕太 氏
　　﻿（認定 特定非営利活動法人 山村塾 理
事長）

　武田　　力 氏
　　﻿（演出家、民俗芸能アーカイバー）

　それらの情報をもとに、奥八女芸農プロジェ
クトの2016年度からの取り組みを紹介し、活動

システムモデルを作成する。第 4章では、その
事例に対して活動理論の観点から考察を行い、
事例のアートプロジェクトにおける拡張的学習
と芸術活動の道具生産的側面について説明する。
第 5章では、拡張的学習を伴うアートプロジェ
クトが地域にどのような作用を及ぼすのかとい
うことと、地域にアーティストが入って作品を
つくることが地域にどのような影響を及ぼし得
るのかについての考えを述べている。

第2章　活動理論について

【2－1】活動理論の系譜
　本研究で採用している文化・歴史的活動理論
は、フィンランド　ヘルシンキ大学のユーリア・
エンゲストロームが提唱している理論で、「教
育、仕事、コミュニティの各領域において、文
化・歴史的に構築されてきた人間の集団的な活
動システムを人びとがどう集団的にデザインし
変革していくのかを研究する枠組みであり方法
論である［山住，2022，p. ii］。エンゲストロー
ムは、自身が提唱した活動理論のことを「第三
世代の活動理論」と呼び、ソヴィエトの教育者・
心理学者であるヴィゴツキー及びレオンチェフ
の理論をそれぞれ第一世代、第二世代としてい
る。
　第一世代のレフ・セミョーノヴィチ・ヴィゴ
ツキーは、人間のふるまいはなんらかの媒介の
手段の仲介によって外部をコントロールするこ
とであることを理論化し、「人間の研究に文化の
概念を導入し、文化的な事物や記号に媒介され
た行為、対象に向かう行為として人間の心理と
発達を捉えなお」した［山住，2004，p. 72］。し
かし、このモデルの範囲では、活動の分析単位
は個人の範囲に留まっていた。
　第二世代のアレクセイ・ニコラエヴィチ・レ
オンチェフは、原始時代の狩猟の組織的な分業
を例に挙げ、個人の行為と集団の活動のつなが
りを示した。これにより、活動理論はその分析
範囲を個人から人間集団へと拡大した。
　そして、ユーリア・エンゲストロームは第三
世代活動理論において、レオンチェフの理論を
もうひと段階進ませて、「活動の全体構造の再組
織化」［エンゲストローム，2020，p. 118］し、

﻿アーティストが地域の中に入って起こること（石田）
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人間活動のモデルを示した＝活動システム。個
人レベルでなく組織レベルまで拡張させたモデ
ルが誕生したことにより、主体、道具（媒介人
工物）、対象、成果、ルール、コミュニティ、分
業という 7つの要素を吟味していくことにより、
個人と越えて集団の活動を分析することができ
るようになった。

【2－2】活動システムについて
　前項で示した活動システムは、活動の分析の
基本単位となる。このモデルは、「人間の協働
的・実践的な『活動』を表現するものである」
［山住，2004，p. 82］。
　この三角形のモデルは、【主体】【道具】【対
象】【成果】【ルール】【コミュニティ】【分業】
という 7つの要素が 4つの小三角形を形づくり、
全体で一つの大きな三角形で表される。上部の
〈主体－道具－対象〉からなるのは、生産に関
する三角形である、というように、真ん中の小
三角形は消費に、左下の小三角形は交換に、右
下の小三角形は分配に関連が深い要素である。
山住（2022）によると、このモデルは、【ルー
ル】、【コミュニティ】、【分業】という社会的基
盤のなかで、【主体】が【道具】を使って【対
象】に働きかけ、思い描くような【成果】を目
指して【対象】を作り変えたり新たにつくった
りする人びとの活動を表すことができる枠組み
として捉えられる、とされている。
　【対象】は活動の根幹となる要素で、「集団的
活動がめざしていく目的や動機のことであり、
活動を通して【成果】へ転換されていく［山住，

2004，p. 83］」。

　対象は単なる目標や生産物といったもの
ではない。（中略）それは注意し努力し意味
を発生させる源であり中心なのである。［エ
ンゲストローム，2020，p. 6］

　活動の【主体】（個人やチーム）と【対象】と
を媒介する【道具】は物質的な道具だけでなく、
資源や技術、記号や言葉、コンセプトや理論や
アイディア、ビジョンやモデルといった媒介人
工物のことを指す。
　そして活動システムの下部の小三角形は以下
のように説明できる。

　【ルール】は、社会的な規則や規範、統御
や慣習として、【主体】と【コミュニティ】
との関係を（明示的であれ暗黙の内にであ
れ）媒介する。それは活動システムに加わ
っている諸個人のグループであり、【対象】
の共有によって特徴づけられる。／さらに、
右下の小三角形の頂点にある【分業】は、
活動システム内の知識や課題や作業の水平
的な分配、および権力や地位の垂直的な分
配のことである。それは、【コミュニティ】
のメンバーと、共有された【対象】との関
係を媒介している。つまり、ここにおいて、
【対象】に働きかけるメンバーのあいだでの
分業と協業が構築されるのである。［山住，
2004，p. 84］

図1　ヴィゴツキーの媒介のモデル
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【2－3】活動理論における学習
　既存の学習の概念では、学習者が与えられた
課題を解決していき、知識やスキルを獲得して
いくというようなリニアな学習行為を捉えるの
が一般的である。しかし、そのような学習の捉
え方では文化の変革と創造については分析をす
ることが難しい。この部分に関して、活動理論
と活動システムのモデルは「学び手が、自分た
ちの集団的活動の新しい対象と概念を構築し、
その新しい対象と概念を実践の中で実行する［エ
ンゲストローム，2018，p. 37］」ような変革的で
創造的な学びの営みを捉えることができる。活
動理論を用いて捉えることができるこのような
学習を「拡張的学習expansive learning」という。
エンゲストローム（2018，pp. 8－9）によると、
ここでいう「拡張」とは⑴社会的－空間的次元
（「学習しているのは誰か？」「学習はどこで起こ
るのか？」）、⑵時間的次元（「学習の時間的枠組
みは何か？」）、⑶政治的－倫理的次元（「何が学
ばれるのか、それはなぜか？」「学習の社会的影
響はどのようなものか？」）というあらゆる方向
に跨る次元での活動の拡張をいう。また、日本
の活動理論の研究者である山住は、

　拡張的学習は、現実の活動対象に働きか

ける人びとが、「何を、何のために行うの
か」というように学びの「必要」から問題
の「根源」を問い、学びの対象を徐々に広
げていき、自らの生活世界や実践の新しい
あり方、すなわち自らの未来を自らの手で
創り出そうとする学びである。また、その
ようにして、与えられた課題を超え、自ら
問題を発見・想像していく学びが拡張的学
習なのである。［山住，2004，pp . 14－15］

と説明している。拡張的学習は「活動の変革を
目指して矛盾を見つけ出し解決していくプロセ
ス［エンゲストローム，2020，p. 14］」であり、
学習者は「いまだここにないもの」を学んでい
く。「拡張的学習理論は、学習のまさに主体が孤
立した個人から集団やネットワークへと転換し
ていく学習プロセスに焦点を合わせている［エ
ンゲストローム，2018，p. 45］」。そのため、拡
張的学習理論を用いることで、私たちは個人の
変容から拡張された、組織としての主体の変容
とその活動そのものの変革や創造を学習として
捉えて分析・研究することが可能になってくる。
「拡張的学習は活動システムの全体や活動の当該
分野において抜本的な変革が起こる時必要とさ
れ生成されるようなタイプの学習なのである。

図2　エンゲストロームの活動システムモデル

﻿アーティストが地域の中に入って起こること（石田）
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それはあらゆる学習の必要に適した普遍的解決
ではない。［エンゲストローム，2020，p. 9］」そ
して、その拡張的学習が為されるためには、主
体のエージェンシーの獲得が鍵となってくる。
エージェンシーとは、「自分たち自身の活動シス
テムを形成しようとする参加者たちの能力と意
思［エンゲストローム，2018，p. 75］」のことで
ある。拡張的学習では「新しい種類の集団的で
変革的なエージェンシー」が現れる。「変革的な
エージェンシーは与えられた行為の枠から離脱
し、それを変革していくイニシアティブを取る
こと［エンゲストローム，2020，p. 14］」と定義
できる。

　エンゲストローム（2020，p. 11）は、拡張的
学習のプロセスについて以下のように述べてい
る。

　拡張的サイクルは、個々の主体が一般に
認められている実際について問いかけを行
うことから始まり、その後、集団の取り組
みや機関へと徐々に拡張していく。抽象か
ら具体への上向は、特定の認識行為、ある
いは学習行為を通して達成される。そうし
た諸行為が一緒になって拡張のサイクル、
あるいはスパイラルを形成する。拡張的学

習のプロセスは、活動システムの中で連続
的に発達する矛盾の構成と解決として理解
されるべきものである。拡張的学習活動に
よって生成される新しい概念と実践は、下
からのイニシアティブとコミットメントに
満ちた未来志向のビジョンである。  

　拡張的学習の理念的－典型的なサイクルは図 3
のように示すことができ、そのサイクルは、図
の中の四角で囲っている 7つの学習行為からな
る。四角で囲われていない文字はその学習行為
の契機になる状態を示している。このサイクル
は、活動の中で反復ループしたり一部分や一区
間だけみられるということもあるし、拡張的学
習が達成されず途中で中断してしまうこともあ
る。

　拡張的学習研究の方法論として、エンゲスト
ロームらにより形成的介入研究というものが開
発されている。本研究では、形成的介入研究は
おこなっていないが、その中で用いられる「拡
張的学習行為」についての指標を参考にして活
動の分析をおこなっている。2008年から2011年
までにエンゲストロームらがおこなった「図書
館におけるノットワーキング」プロジェクトの
研究において、拡張的学習とその下位のタイプ

図3　拡張的学習の典型的なサイクル
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が示されている［エンゲストローム，2018，
p. 152］ので、それを表 1にまとめている。

【2－4】活動理論における芸術活動
　本論文ではアートプロジェクトの活動につい
て取り上げているが、エンゲストローム（2020）
は、人間の学習活動の三つの実践的な文化的進
化の系譜として学校に通う活動、仕事の活動、
科学と芸術の活動を挙げている。つまりこれら
は、人間の学習活動の形成のもととなった活動
であると言える。そして、科学と芸術の活動と
学習の関係について以下のように述べている。

　学習は、真理と美の追求として特徴づけ
られてきた。他方で、科学と芸術は、まさ
にこれらの同じ価値の追求に尽くす活動と

自らを定義している。科学／芸術と学習と
の間の違いは、一般に、前者は真理と美を
生産するのに対し、後者はそれらを再生産
するところにあると見られている。理想的
なケースでは、学習は、本質において科学
的／芸術的な生産の過程についても再生産
するとされる。このことが示唆するのは、
最良の人間の学習とは、科学的研究と芸術
的創造の単純化された再生産となる、とい
うことである。こうして科学と芸術が学習
活動の発祥地として第 3の候補であると考
えるに足る十分な理由が存在するのである。  
（p . 134）

　科学と芸術の活動それ自体については、

表1　拡張的学習行為とその下位のタイプ

問いかけ
Q1 参加者に疑問を抱かせる

一般に認められた実践や既存の知恵のある側面に疑問を
投げかけ、批判し、拒絶していくことである。Q2 既存の慣行を批判する

Q3 提案された発展を疑問視する

分析

A1 ニーズと考えを明確化する 分析はなぜ？という問いや説明原理を呼び起こす。分析
の 1つのタイプは歴史的・発生的なもので、状況の起源
と進化をたどることによって、状況を説明しようとする。
もう 1つのタイプは、実際的・経験的なもので、状況の
内側にある諸関係のシステムを具体的に描き出すことに
よって、状況を説明しようとする。原因や説明メカニズ
ムを発見するために、状況を、精神的、言説的、実践的
に転換することを含んでいる。

A2 歴史的分析

A3 問題と課題を明確化する

A4 矛盾の同定

A5 代替案の比較

モデル化

M1 モデルの初期の考えを描く 新たに発見された説明可能な関係性について、公けに観
察可能で伝達可能な媒体を用いてモデル化することであ
る。問題状況の解決策について説明し提案する新しいア
イディアについて、明確で簡易化されたモデルを構築す
ることである。

M2 既存のモデルを利用する
M3 モデルを名付け定義する
M4 モデルを物理的描写的に固定する
M5 モデルを変化させ適応させる

モデルの
検証

E1 モデルを批判的に議論する モデルの動態とポテンシャルと限界を完全に把握するた
めに、モデルを走らせ、操作し、実験することによって、
モデルを実行することである。E2 モデルを拡張する

モデルの
実行

I1 実行のデモ
実践的適用、改良、概念的拡大によって、モデルを実行
することである。

I2 実行を準備する
I3 新しいモデルを実際に使う
I4 新しいモデルの使用を報告する

プロセス
の内省 プロセスを内省することと評価することである。

統合と
一般化

成果を実践の新しい安定した形態の中に統合していくこ
とである。
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　科学と芸術の間にはきわめて明白な共通
性がある。それらはともに、想像的で実験
的な実践という特別に間接的なモードであ
り、『もうひとつ別の世界』の生産を目的と
している。（p. 163）

　と述べ、これらの活動の 2つの特性を示して
いる。一つ目は、「間接的なモード」という言葉
を用いて、科学と芸術は物事を取り出して客観
化するということ、すなわち日常の生活や労働
と距離を置くことができる性質を紹介している。

　科学と芸術の活動に固有な学習の諸行為
は、想像することの学び、『与えられたもの
を超えていく』学びの諸行為である。それ
らは個人の精神という私的な内部における
学習行為ではなく、公共的で物質的な客観
化としてなされる学習行為である。（p. 164）

　そのため科学と芸術の活動において、生活世
界とは離れたところで、いままでに認識されて
いなかった理論やモデルを創造することができ
るとしている。科学と芸術の特性の二つ目とし
て、「『もうひとつ別の世界』の生産」という言
葉を用いて道具生産的活動という特徴に言及し
ている。

　理論的モデルと方法論は、典型的には、
科学と芸術によって生み出されるものであ
る。こうした道具は、しかしながら、科学
と芸術から直接引き継ぐことはできない。
活動のタイプは、それぞれが自身で道具を
生み出す度合いと強度において異なってい
る。科学と芸術は、自身の道具を生産する
ことに強く向かっていく活動である。仕事
活動も自身の道具をまさに形作り生産する
けれども、その強度はより小さく、他の活
動によって生産される道具により多く依存
している。

　学習活動は、科学・芸術と仕事の中間に
位置づく。それは、科学と芸術の産物を使
用するが、学習活動においてそうした産物

が使用可能となるのは、それが科学や芸術
のオリジナルの産物と比べ、より簡潔な、
あたかも定型化された表現へと再創造され、
手を加えられた場合のみである。（p. 167）

　エンゲストローム（2020）は再度科学や芸術
の活動と学習活動の関係についてこのように触
れている。科学と芸術の活動の成果は、今は実
現できていないコンセプトや理想の姿（真理や
美）を示したものであり、科学と芸術の活動は
それらを生産することを目的とする。そして、
学習活動はそれらを再生産する活動である。し
かし、学習活動による再生産のためにはその科
学や芸術の活動の成果は簡略化される必要があ
る。そして、科学と芸術の活動によって現実世
界の状況から取り出されて分離したことで生み
出された「実践を先取りしたもの（p. 164）」が
再び世界に戻されて現実の生活世界に影響を及
ぼす道具として機能するためには、長い時間を
要する場合も多いということも論じている。
　また、科学と芸術の違いについて、「芸術活動
は、それ自身の特有な対象を持つ（p. 162）」と
し、ヴァルトフスキーの論を引用し説明してい
る。（ヴァルトフスキーの翻訳は筆者による）

　芸術や芸術作品は、人間独特の行為の様
式（＝芸術作品をつくること）の表象であ
る。つまり、芸術はそれ自体がそれが生ま
れるプロセスを表象し、その限りにおいて
創造という人間固有の能力を例証し客観化
するものである。人間は、創造能力の自己
認識によって自分が人間であることを知る
ようになる。そのような（創造能力の自己
認識という）特定の意識において自分自身
が創造者であることや芸術家であることを
知るようになる。であるから、描写・表現
されているものがその芸術作品の人間的な
内容を提供するのではなく、むしろその作
品の創成の過程を読み返すことで、芸術作
品は人間の創造性の客観的な表象となる。
それゆえ、芸術は、芸術活動そのものを例
示し象徴しているといえる。芸術家はこう
して、人間性や人間の創造性の（発展）可
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能性のモデルとなる。［Wartofsky,  1979,  
p. 357］

　このように芸術はそれ自体が生まれるプロセ
ス（芸術活動そのもの）をも表す（自身を対象
とする）ものであり、同時にその活動の主体自
身の自己認識をあわせもつものである。それは
ヴィゴツキーが、芸術の力について「最初、情
動は個人的なものだが、芸術作品によってのみ
社会的なもの、または一般化されたものになる
［Vygotsky, 1971, p. 22］」と述べているように、
芸術は、私たちに質的な変化を起こさせること、
情動が一般化されること、すなわち「質的な拡
張と転換を特徴［エンゲストローム，2020，
p. 163］」としている。
　ここで注意しなければならないのは、世間一
般的な「芸術」との認識の違いについてである。
現在一般的に言われる芸術は「芸術作品」のこ
とをさすことが多く、これはこの理論でいう「芸
術」や「芸術活動」とは本質的に異なるという
ことである。

　芸術作品はそれ自体では価値を持たない
ということである―使用価値、すなわち
美的価値としても、交換価値、すなわち疎
外された交換対象、商品としても―。し
かしながら、芸術作品は、その「生きた」
形、すなわち創造や鑑賞の過程においての
み、その価値を持つ。［Wartofsky,  1979,  
p. 366］

　そのオブジェクトが表面上の概観だけが
見られるようになったとき、例えば描写や
表現として、テーマの内容として、または
純粋な美的表面として（プラルの言葉を借
用）、または形式のみとして、芸術作品の人
間性の内容は透明で余剰なものになってし
まう。それは透けて見える（見通すことが
できる）が実現はしない。この場合を、疎
外された美的意識、芸術作品のフェティシ
ズムと言う人もいるだろう。そこでは、そ
のオブジェクト（物質＝芸術作品）は自律
的で独立している実在として捉えられる。

［Wartofsky,  1979,  p. 367］

　完成した芸術作品が市場や芸術業界の中で価
値をもちやり取りされていくという現象の中で
物質としての芸術作品が芸術として取り扱われ、
その作品を見ることはできるもののその先の理
想の世界の創造には繋がらず、先にふれたよう
な芸術活動の特性や役割が失われてしまう。そ
のため、活動理論のなかで触れられている「芸
術活動」の特徴・特性は、一般的に言われてい
る「芸術」の特徴とは異なった部分があるので
注意が必要である。
　筆者は本論文の事例である奥八女芸農プロジ
ェクトの活動は、拡張的学習が行われおり、か
つこの活動理論で触れられている芸術活動に近
接していると考え、本理論を取り上げ分析をお
こなった。次の章からはその事例について見て
いこう。

第3章　事例：奥八女芸農プロジェクト

【3－1】プロジェクトの概要と背景
　本論文では、九州大学大学院芸術工学研究院
附属ソーシャルアートラボ（以下、ソーシャル
アートラボ、略称 SAL）の事業のひとつである
奥八女芸農プロジェクトを事例として、アート
プロジェクトにおける活動システムを考えてい
きたい。ソーシャルアートラボは2015年より認
定 NPO法人山村塾（以下、山村塾）と協働し、
福岡県八女市黒木町笠原地区で中山間地域にお
ける地域づくりとアートの関係を実践的に考え
る奥八女芸農プロジェクトを実施してきた。そ
のプロジェクトでは、7年のあいだに、シンポ
ジウムや公開講座、バスツアー、合宿形式の講
座、長期滞在型の作品制作と農業体験、アート
と農に関わるイベントなど様々な取り組みが行
われてきた。ソーシャルアートラボの報告書に
よると、八女市笠原地区を拠点にした取り組み
は、2015年に公開講座と地域とアートを考える
合宿型プログラムが、2016年には公開講座とと
もにその地域を題材にしたアート作品をアーテ
ィストとともに現地に赴いてめぐるバスツアー
が、2017年にはアーティストを講師としてアー
トワークを農作業体験をとり入れた合宿形式の
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講座とシンポジウムが実施されている。そして、
2018年からは合宿型の講座と、アーティストに
よる長期滞在型の作品制作と農業ボランティア
を組み合わせたワークキャンプが行われ、その
どちらのプログラムでもアートワークに加え、
実際に農作業を身体を動かしながら行っていく
活動が組み込まれた。そして、このアートワー
クと農作業の二本立ての講座という形式がこの
プロジェクトで定着している。加えて、2018年
からのワークキャンプでは演出家・民俗芸能ア
ーカイバーの武田力氏が笠原地区に28日間滞在
し、「現代に民俗芸能をつくる in笠原」と題し
て作品制作を行った。2019年には武田によって
《八女茶山おどり》という作品がつくられ、2020
年以降は山村塾が主体となり《八女茶山おどり》
を活用した事業を行うようになっている。（表
2）
　プロジェクトの核となるメンバーは三者であ
る。九州大学大学院芸術工学研究院附属ソーシ
ャルアートラボは、社会の課題に対してアート
を用いて解決する方法に関する研究・教育・実
践・提言を行うことを目的として2015年に設立
された。 設立時より笠原地区をフィールドにし
た取り組みを行ってきている。2015年度より 3
か年は文化庁の「大学による文化芸術推進事業」
の補助金の一部が笠原地区の取り組みに充てら
れている。そして2018年度より 3 か年、再度

「大学による文化芸術推進事業」に採択され、そ
の補助金の一部が活動資金に充てられた。2021
年度以降、ソーシャルアートラボは九州大学社
会包摂デザイン・イニシアティブの一つのユニ
ットに再編され、アートと社会包摂に関わる活
動や連携・体制に関するデザインの社会実装を
目的とした活動に変化し、「半農半アート」を基
盤とした地域づくりについて研究するプロジェ
クトとして笠原地区の取り組みを位置付けてい
る。そこでは、研究会やシンポジウムの開催、
笠原地区の取り組みのアドバイザーとしての活
動、創造農村デザイン演習という集中講義の開
設といった活動が行われている。
　山村塾は里山保全と都市農村交流を目的とし
て設立された団体で、旧笠原東小学校であるえ
がおの森を拠点にして国内外からボランティア
の受け入れを行っている。その他にも社会福祉
法人とともに森林保全事業を行ったり 福岡県か
らの委託で森林管理に関する研修を実施したり
している。奥八女芸農プロジェクトに大きく関
わってくるのは、NPO法人日本国際ワークキャ
ンプセンター（以下 NICE）と協業した中長期
の国際ボランティアの受け入れの取り組みであ
る。 山村塾は NICEと協働して2008年より80
日間の国際ボランティアの受け入れの活動を行
ってきた。 国内外から来るボランティアは、山
村塾の拠点であるえがおの森に滞在して里山保

表2　奥八女芸農プロジェクトのプログラム実施概要

長期滞在制作 合宿型 その他講座
2015年度 地域とアートを考えるプログラム 公開講座

2016年度 公開講座
アートバスツアー

2017年度 芸農学校 シンポジウム

2018年度 芸農ワークキャンプ
28日間 芸農学校

2019年度 芸農ワークキャンプ
50日間 芸農学校 シンポジウム

2020年度 芸農ワークキャンプ
50日間

茶山おどりイベント
オンライン講座

2021年度 芸農ワークキャンプ 創造農村デザイン演習
（日帰り）

茶山おどりイベント
半農半アート研究会

2022年度 創造農村デザイン演習 茶山おどりイベント
半農半アート研究会
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全作業のボランティア活動を行う。そのような
活動続けてきた中で、ボランティアたちがもっ
と主体的に地域で暮らしていくためにはどのよ
うなアプローチが有効なのかという課題と、受
け入れ側の山村塾のボランティアコーディネー
ターの作業負担の増加の問題から、山村塾スタ
ッフとボランティアの間に立ちリーダーシップ
を発揮してくれるような人材がボランティアの
プロジェクトに入ることが望まれていた。 
　演出家・民俗芸能アーカイバーである武田力
は、俳優としての活動をおこなったあと、作り
手を志し演出家に転向、その活動の中でアジア
の民俗芸能に触れる機会があり、その経験をも
とに作品づくりを行っていた。そうした取り組
みの中で、滋賀県の「朽木古屋六斎念仏踊り」
という民俗芸能の復興プロジェクトに関わり、
日本における民俗芸能の復活と継承に関わって
いた。この滋賀県でのプロジェクトの経験を生
かした作品を創りたいと思案していたタイミン
グで、奥八女芸農プロジェクトのアーティスト
の公募を目にしたという。滋賀県の「朽木古屋
六斎念仏踊り」のプロジェクトの現場は農村地
域だったため、そのような地域への興味がある
にもかかわらず、武田は農村地域にはなかなか
アートが入って行きづらいという課題を感じて
いた。特にパフォーマンスアートの現場はほと
んどが都市で、作品の制作の多くが都市部で行
われており、その作品を発表する機会も人材も
都市部に集中している。そのため農村地域での
制作自体が珍しい。さらに、制作の場が無いこ
とだけでなく、農村地域は普段から様々な人が
行きかったり留まったりする場でないという地
域の特性や、滞在や制作をコーディネートする
ハブがほとんどないこともあり、農村にそもそ
もアーティストが制作のために入っていくこと
自体が大変困難であるという背景があった。

　2018年度にアーティストの武田がプロジェク
トメンバーになるときに、プロジェクトの形態
は大きく変化し、特に山村塾の関与度が高まっ
た。2015年度から2017年度までの取り組みのな
かで、山村塾のスタッフはアートの持つ力を実
感し、地域の素材や山村塾のノウハウを提供す

るだけではなく主体的にプロジェクトに関わっ
ていくことで、人と自然との対話の場がうまれ
るかもしれないという期待を持っていた。その
ような想いから、2017年度には合宿プログラム
の中に山村塾スタッフ指導のもとで農作業体験
を組み込むという試みをおこない、2018年度に
は、山村塾が10年間行ってきた国際ワークキャ
ンプという取り組みとアートプロジェクトを組
み合わせ、「奥八女芸農ワークキャンプ」という
取り組みをおこなってはどうかとの提案に至っ
た。その提案の背景には、アーティストが主体
的に制作や農作業に関わり、ボランティアとと
もに作業と生活をおこなっていくことで、ワー
クキャンプボランティアの主体性を牽引すると
いうことが期待されていた。また、ソーシャル
アートラボは2017年度までの取り組みの中で、
もっとゆったりと地域と関わっていくアートプ
ロジェクトを行いたいと考えていたため、アー
ティストには約一カ月という比較的長い期間笠
原地区に滞在してもらうことにした。また、新
しいプログラムである芸農ワークキャンプに加
えて、2017年度に行なった合宿形式の講座が好
感触であったため、この合宿形式の取り組みも
2018年度の活動の中に組み込まれた。このよう
に、それまでの年度よりも山村塾の関与度が大
きく増加し、山村塾が元々おこなっている活動
との距離が近いかたちでプログラムが構成され
た。
　アーティストの選定にあたっては公募のかた
ちがとられた。この公募に対して武田は「地域
の人たちと酒を呑み交わしながら民俗芸能を作
る」という企画を提案をして選出された。武田
の滋賀県の現場で民俗芸能を教授してくれる集
落の高齢者たちは、農業を生業としているにも
かかわらず武田たちに農業はさせたくないとい
い、その現場では実際に農作業などをしたこと
がなかった。しかしながら、彼らの芸能での動
きは日々の生活の作業の体の使い方が関係して
いる。そのため、武田はそのような日常生活の
身体的な動きへの関心から農作業を行うという
こと自体にも興味を持っており、それが芸農ワ
ークキャンプへの応募へと向かわせた。
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【3－2】プロジェクトの活動と成果
　この節では、2018年から2020年度にかけて行
われた奥八女芸農プロジェクトの具体的な活動
と成果について述べる1）。2018年度と2019年度
において、プロジェクトは大まかに「芸農ワー
クキャンプ」という農業ボランティア活動と作
品の滞在制作の 1ヶ月ないし 2ヶ月間にわたる
プログラムと、二泊三日程度の合宿形式でおこ
なわれる「奥八女芸農学校」という 2つのプロ
グラムで構成されている。2020年度においては、
新型コロナウイルス感染症の流行により例年行
っているプログラムを変更することを余儀なく
されたため、奥八女芸農学校は行われず、芸農
ワークキャンプと一か月間の市民を対象とした
オンラインを中心の講座の実施となった。

芸農ワークキャンプ概要
　芸農ワークキャンプでは、2018年度は28日
間、2019年度は50日間、2020年度も50日間八
女市笠原地区にアーティストの武田が滞在し、
ワークキャンプボランティアと生活を共にしな
がら滞在制作を行った。ワークキャンプボラン
ティアは国内外から集まっており、日本以外に
も、香港、ロシア、台湾、フランス、ベルギー
と出身地も多様であった。芸農ワークキャンプ
では、ボランティアの時間の半分を農作業に、
半分をアートのワークの時間に当てて活動を行
った。農作業は棚田整備、ヤギ牧場の管理、森
林保全活動などをおこない、アートワークはリ
サーチ補助、ワークショップ参加・補助、発表
会準備、日々の記録など多岐にわたった［森ら，
2022］。2021年度も別のアーティストが37日間
のアート活動と農作業ボランティアを行うかた
ちで継続されている［山村塾通信2021年12月
号，2021］。

芸農学校概要
　芸農学校は文化事業や地域づくりに携わって
いたり興味関心のある市民を募集し、二泊三日
程度の合宿形式でアートと農について考えるプ
ログラムである。 2018年度、2019年度はワー
クキャンプで滞在している武田の他にもう一人
アーティストを招聘し、二つの軸になるアート

ワークが行なわれた。アートワークと農作業を
通して、アートと農やアートと地域との関係を
考えるプログラムになっている。2017年度にこ
の形が取り入れられ、現在はソーシャルアート
ラボが中心となり大学の臨時開設科目としての
集中講義の一つとして引き継がれている。運営
には、アーティスト、山村塾スタッフ、ソーシ
ャルアートラボスタッフの他、芸農ワークキャ
ンプに参加しているボランティアもスタッフと
して関わっている。

2018年度の活動
　2018年度は芸農ワークキャンプ開始の年でも
あった。アーティストが長期滞在するにあたり、
アートコーディネーターも一緒に滞在した方が
良いのではというアイディアから、アーティス
トと共にアートコーディネーターも公募が行わ
れた。しかしプロジェクト当日になりコーディ
ネーターが参加できなくなるというアクシデン
トが発生し、コーディネーター不在のスタート
となってしまった。そのようななか、山村塾の
スタッフの大きな協力もあり、滞在の序盤に行
われた奥八女芸農学校でのワークショップやそ
の後の滞在の活動を通して森林に関する民俗芸
能のプロトタイプの作品が完成した。
　また、2018年度の活動の後半に武田がお茶に
関わった作品制作をしたいという話をしたとこ
ろ、小森はこの地域に古くから伝わる「八女茶
山唄」（表 3）を紹介した。これにより、八女茶
山唄に踊りをつけるという次年度の制作の内容
が着想された。アーティスト公募段階では次年
度のプロジェクトも同じアーティストでという
確約はなかったものの、制作の様子や2018年度
の完成作品などを鑑み、次年度で2018年度の活
動をさらに深めた作品制作を行うことが決まっ
た。

2019年度の活動
　2019年度は芸農学校の開催前日に八女市全域
が豪雨に見舞われてしまい、笠原地区において
も被害が発生した。そのため、芸農学校のプロ
グラムのち市民に向けた合宿プログラムは開催
は中止され、ワークキャンプボランティア・ア
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ーティスト・プロジェクトスタッフのみで予定
していたプログラムを実施し、公開シンポジウ
ムの開催という形に変更された。地域外から市
民が笠原地区を訪れて講座に参加することがで
きなくなってしまったため、1週間前から滞在
していたワークキャンプボランティア 4名と武
田、芸農学校 2日前から滞在していたソーシャ
ルアートラボのスタッフと招聘アーティストで
ある兼子裕代氏、そして山村塾のスタッフと
NICEのコーディネーターが参加しアートワー
クと農のワーク（水田の復旧作業）をおこなっ
た。武田のアートワークでは、参加者は笠原地
区を歩きまわり、そこから想起された自分自身
の記憶を他の参加者に共有した。そしてそのエ
ピソードを語るときに出てきた身振りをもとに
参加者の皆で「八女茶山唄」に合わせて振りを
付けていくという作業を行い、八女茶山おどり
の初期段階の試作ができた。
　武田とワークキャンプメンバーはその後、か
つて実際に手揉みの作業でお茶づくりに携わっ
ていた高齢者の方々から、お茶づくりに関わる
動作や記憶、思いやエピソードを聞くために一
か月間にわたって地域の高齢者福祉施設である
小規模多機能ホームよかよかを訪ね、そこの利
用者との語らいの中から八女茶山唄に振りをつ

けていき作品を完成させた。完成した《八女茶
山おどり》は10月に披露され、その会には多く
の地域の人が参加してともに踊りあった。武田、
ワークキャンプメンバー、プロジェクトスタッ
フは地域住民の語りから作品をつくるという明
確な目的意識を持ち地域住民と主体的に関わり、
また、記憶やエピソードを語る地域住民たちも
自らの語りが作品になることを受け、その語り
も単なる昔話を越えるような具体的な話が出た
という［森ら，2022］。

2020年度の活動
　2020年度は、前年末からのコロナウイルス感
染症の世界的な流行により通常の芸農ワークキ
ャンプと芸農学校というプログラムが開催不可
能になった。2019年度で一旦は作品の完成を見
ていた武田がこの緊急事態に再度招かれ、ワー
クキャンプ（滞在制作）とオンラインでの講座
を行うことになった。「土を育てる」というテー
マのもと、笠原地区の土地の素材や産物がオン
ライン講座の受講者に郵送で届けられ、それを
もとに参加者は笠原地区のことを少しずつ知っ
ていく。米やお茶やラッキョウが届けられ、笠
原地区の「土」が届く。この「土」を参加者は
自由な形で育てて、オンライン講座の際にそれ

表3　八女茶山唄　歌詞
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ぞれの状況を共有する。また、最終回の講座は
対面とオンラインのハイブリッドで行われ、実
際に笠原地区に住んでいる専業農家の一人にお
話を聞き、土と土地や金について考えるという
プログラムが行われた。ワークキャンプメンバ
ーはこのオンラインプログラムを行うのに必要
な準備をアートワークとして行った。
　並行して茶山おどりの活用・普及の取り組み
も行われた。これは山村塾が主となり助成金を
取得して、八女茶山おどりプロジェクトを立ち
上げて実施された。ワークキャンプメンバーは、
踊りのチュートリアル動画の制作サポートやイ
ベント「唄って踊って味わう八女茶山」のスタ
ッフを行った。
　パンデミックという外部から作用する緊急事
態に対して、プロジェクトメンバーがそれぞれ
の立場から一番いいと思われる実現可能な形を
目指した姿がみられた。山村塾の八女茶山おど
りのプロジェクト化だけでなく、ソーシャルア
ートラボのオンラインでの取り組みの模索、武
田の土を育てるワークショップなど、それぞれ
の自身の活動に繋がっていく取り組みがみられ
た年度であった。

2020年度以降の活動2）

　2020年以降山村塾の八女茶山おどりプロジェ
クトによる「八女茶山おどり推進会議」が開催
され、奥八女芸農プロジェクトのコアメンバー
だけでなく、行政や茶業界の関係者も含め普及
活動が検討されるようになった。《八女茶山おど
り》が笠原地区でも地域の祭りで踊られるなど、
作品として自律して、地域の人びとのコミュニ
ケーションの手段の一つとなってきていること
が伺える。2021年度も山村塾は奥八女アートワ
ークキャンプを開催し、1名が滞在制作と農作
業ボランティアを行っており、アートワークキ
ャンプを継続しようとする取り組みが見られた。
ソーシャルアートラボは、芸農学校のプログラ
ムが人材育成（教育）の方法として有効である
と評価し、2020年度までの補助金が終了しプロ
ジェクトに大規模な予算がつかなくなった後も
この形式を継続できるように、大学の授業のひ
とつとして芸農学校のプログラム構成を引き継

ぐかたちでこの取り組みを続けている。これは、
集中講義「創造農村デザイン演習」として2021
年度と2022年度に開催されている。武田は八女
茶山おどりの普及活動への参加のほか、2020年
度の「土を育てる」プログラムをトークイベン
トのなかで海外のアーティストに紹介し3）、ゆ
くゆくは作品化したいと語っている。また、新
たに那珂川市から公共施設を管理運営委託を受
けている「こととば那珂川」からの依頼を受け
て、新しく民俗芸能をつくるというプロジェク
トにも参画している。

【3－3】プロジェクトの活動システム
　これまでに述べたことを整理すると、奥八女
芸農プロジェクトの活動システムは図 4のよう
にあらわすことができる。三角形のそれぞれの
頂点にある文字は、奥八女芸農プロジェクトで
の活動の項目における要素を示している。「Vs」
となっている要素についてはそれらがお互い緊
張関係にあることをあらわしている。まず、奥
八女芸農プロジェクトにおいてプロジェクトを
運営している【主体】は山村塾、ソーシャルア
ートラボ、アーティストの三者であった。その
活動の【対象】は、アーティストが地域に暮ら
しながら作品制作をおこない、その行為・プロ
セス・成果を通して笠原地区の魅力を再発見す
ることだった。しかし、活動が進展していくに
したがって、より具体的な「お茶に関わる民俗
芸能をつくる」ということに対象そのものが変
化していった。また、対象の実現のために、地
域の素材やその土地で出会った人の語りや身振
りが【道具】の役割を果たしていた。対象が「お
茶」というテーマに焦点化されていくと同時に、
新たな道具として「八女茶山唄」という民謡が
取り入れられた。
　活動システムの底部の項目について、【分業】
は主体それぞれが農の部分とアートの部分をお
互いの専門性を生かしながら役割分担がおこな
われていた。活動の【コミュニティ】は、アー
ティストやソーシャルアートラボのスタッフ、
ボランティア、奥八女芸農プロジェクトの参加
者たちといった外から入ってくる者と、地域住
民（ここに山村塾も含まれる）という立場の違
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う二者が関与している。そして、どのようにし
てその地域内外の二者が共存・協働する関係を
築いていくかが地域の課題でもあった。山村塾
の既存の活動は、地域の特にこのような課題に
アプローチするために行われている。そして活
動の【ルール】に関しては、奥八女芸農プロジ
ェクトの前半の2016年度から2018年度の間に、
笠原地区での取り組みの経験の蓄積や他地域で
のアートプロジェクトの方法をふまえた検討が

行われながらこの活動独自のやり方（＝ルール）
が確立されていった。
　さらに、奥八女芸農プロジェクトの活動は、
主体のそれぞれの今までに行ってきている活動
の対象が重なり合う部分（共有された対象）か
らつくられているといえる（図 5）。アーティス
トの、その地域から立ち上がる民俗芸能を実際
に生み出すという個人的な対象（目的）と、山
村塾という組織の地域外の人を受け入れてその

図4　奥八女芸農プロジェクトの活動システム

図5　奥八女芸農プロジェクトでの共有された対象
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地域の暮らしを紹介しながらそこに親しみを持
ってもらうという対象、そしてソーシャルアー
トラボという組織の中山間地域のまちづくりに
どのようにアートが関われるかを試行するとい
う活動の対象それぞれが、三者が協働する奥八
女芸農プロジェクトという活動の中身をかたち
づくる要因となり、このプロジェクト独自の活
動の対象が創造されている。また、奥八女芸農
プロジェクトの活動の成果である《八女茶山お
どり》という作品が道具となり山村塾の「八女
茶山おどりプロジェクト」という新たな活動を
生み出していることも観察された。

第4章　考　察

【4－1】奥八女芸農プロジェクトにおける拡張
的学習

　本研究で実施した関係者へのインタビューの
発言内容とプロジェクトの報告書などの刊行物
の情報から、拡張的学習行為（【2－3】参照）に
該当すると思われる部分を抜粋し表 4に示した。
1から29までの内容は、2016年のバスツアーの
取り組みを経て、アートと農のワークの両方を
取り入れるようになった過程と、そこからさら

に芸農ワークキャンプという取り組みのモデル
が作られた過程、《八女茶山おどり》の構想がで
きた過程、さらにそれができて今後どうなって
いくのかをプロジェクトメンバーがどのように
考えているかということが出来事の時期の時系
列に並んでいる。特に2019年度についてはプロ
ジェクト期間に発生した豪雨災害に対するプロ
ジェクトの変更に関する部分も抽出している。
また、2022年度のエピソードに登場する「馬場
さん」とは、八女市出身の民謡歌手で八女市観
光大使の馬場美雅氏のことであり、当プロジェ
クトには2019年度より八女茶山唄の歌い手とし
て関わり［森ら，2022］、八女茶山おどり推進会
議のメンバーとして積極的に活動しているひと
りである。
　この表に示した活動の内容からは、①アート
と農を組み合わせた半農半アートの活動コンセ
プトができるまで、②芸農ワークキャンプのプ
ログラムの創出、③《八女茶山おどり》の構想、
④外部誘発の危機（豪雨災害）に対する緊急の
モデルの組み替え、といった 4回のモデル化の
プロセスが観察された。また、モデル化とモデ
ルの実行だけでなく、その前後で問いかけや分

表4　奥八女芸農プロジェクトにおける拡張的学習行為

No 行　為
（段階） 内　容 発言者 出来事の

時期

1 分析
（ダブルバインド）

バスツアーを受講生のみなさんとかと一緒にやって、（中略）すごいよかった言っては
くれるんだけどそれよりかは組織の中ではあれは大変すぎたみたいな、大学でやる規
模ではなかったみたいな、わりとネ+5 ガティブな評価が当時は多くて、その終わっ
た直後は、で、その文化庁のが 3 年目になるタイミングでもうちょっとこう持続可能な
サイズ感のものをやった方がいいんじゃないか

長津 2016

2 分析
（ダブルバインド）

主体は SALであり大学であり、それをサポートするっていう視点で 関わっていたん
ですけれども、何かこう上手くなんか歯車が噛んでないような印象で、関わってる人
たちもすごい大変そう だったので まぁこのなんかエネルギーのかけ具合はもったいな
いなと思ったんですよね

小森 2016

3 分析 実際にこのバスツアーをやった経験で、外からバーっとくるみたいなことじゃないほう
がいいよね みたいなことを がやっぱりあったわけですよね 長津 2017

4 モデル化

ワークキャンプでやっていること、みたいなことをまぁ少し短い期間でもなにか、アー
トとその農業の体験ってこと組み合わせたかたちで講座を作ると、去年のバスツアー
みたいなことというよりは、もう少しこの場所でやる意味があるようなことになるんじ
ゃないのか、 ということで山村塾さんにお話を持っていって

長津 2017

5 モデルの実行 2017年度奥八女芸農学校　アートと農のワークの組み合わせ SAL報告書 2017

6 リフレクション 芸農学校が前の年うまくいったと言うかいい感じの雰囲気で終われたというのもある
ので、もう少しゆったりじっくりできるようなプロジェクトにしたい 長津 2018

7 分析
レジデンスの情報は事例としては SALのみなさんから入っていたし、（中略）ただ僕
の中でレジデンスといってアーティストが滞在して制作活動するっていうだけだったら
なんか山村塾がすることじゃないよなというのはずっと思って聞いてたんで

小森 2018

活動理論学会『活動理論研究』　第 8号　2023年 6 月

― 44―



8 モデル化
山村塾としてそれをこう融合させてするんだったら、半分ボランティアとして滞在しな
がら半分そのアーティストとしての活動をするみたいな そういうポジションでいると面
白いな と思いますよね

小森 2018

9 モデル化

コンセプトとして半農半アートであるっていうのが最初からあったわけじゃないかなー
って感じ。なんとなくそこを掛け合わせたらどんなふうになるかなっていうことを、ま
あわりと模索、武田さんが来る前は特に模索しつつ、なんかこうその模索そのものを
色んな人と分け合いながら楽しんでいるような、学びあってるようなそんな感じでした
よね

長津 2018

10 モデル化

公募をすることでこのプロジェクトのことを プロジェクトのことがよりいろんな人のと
ころに届くんじゃないか。公募のアーティストが集まる集まらないっていうことじゃな
くて、もうちょっとこうこういうプロジェクトがあるんだっていうことが 世の中に知られ
た方がいい

長津 2018

11 モデル化 公募したらっていうアイディアが噛み合って、せっかく公募するんだったらもうガッツリ
山村塾に滞在してくれるアーティストを公募しようというふうに、なアイディアになって 長津 2018

12 モデルの実行 笠原地区でボランティアとアーティストが28日間の「半農半アートの生活」を試み、民
俗芸能のプロトタイプを制作し試演を行う SAL報告書 2018

13 リフレクション
28日間だったらここまでしかできないよなぁ、そりゃ。っていうのに、やってるなかで
どちらともなく、来年やるとしたらみたいな話が出てきたんじゃなかったかなっていう
ふうには記憶しています

長津 2018

14 リフレクション

夏の 4 週間ってやっぱりあっという間なんで。もうちょっとあった方がいいかなって。
まぁなんかね、草刈りだけで終わるみたいな感じになっちゃうから。ちょっと 収穫を
垣間見るぐらいまで居た方がいいよねっていうのは、なんかこう、シーズンが変わる
っていう、最初と最後で、ていうのはちょっとこう思ったかもですね

小森 2018

15 問いかけ
武田さんが八女茶に関わりたいって多分 1年目の途中から言ってたんじゃなかったん
ですかね。ちょっと2 年目の話をする時に 2 年目するなら八女茶じゃないかなってい
う話は多分あって

小森 2018

16 分析 なんだかんだ言って笠原は八女茶発祥の地なんで。山村塾は意外とその八女茶に切り
込めてないっていう課題も実は 小森 2018

17 モデル化
1年目を終わるくらいの飲み会かなんかで、あの頃はコロナとかなかったので結構ガ
ンガン飲んでたような気もするんですけど、そんな（八女茶山唄の）話を小森さんから
ちょっと聞いて、なんとなく2 年目の像が見えたような気がします

武田 2018

18 （ダブルバインド） 芸農学校前日に豪雨→プログラムの変更を余儀なくされる SAL報告書 2019

19 モデル化

イベントとしてはもちろんその大雨のなか、一般の方がたくさん、その災害が起きる
かもしれない場所を通行してとか 滞在するようなのは、ちょっとさすがに無理だよね
っていうのは結構早々に決まったと思うし、できるならなんか日帰りでセミナーという
かシンポジウムの部分だけでもお越しくださいっていうふうなのはできるんじゃない、
みたいな。まぁ積極的な消去法で。たぶんイベントがイベントの構成を変えていった
んですよね。消去法ですよねあれね。うんでもあれ積極的にみんなでそれを考えた時
間が多分そうだったと思うんですよね

小森 2019

20 モデルの実行
2019年度奥八女芸農学校　イレギュラーなプログラムで実施
「アート」プログラムは今いるメンバーにて実施し、「農」は予定を変更して、土砂が
流れ込んだ農業用水路の土砂出しボランティアを行うことに

SAL報告書 2019

21 モデルの実行 八女茶山おどりの完成 SAL報告書 2019

22 新しい実践の統合
と一般化 山村塾で八女茶山おどりプロジェクトの発足→推進会議 山村塾事業

報告書 2020

23 新しい実践の統合
と一般化 創造農村デザイン演習に芸農学校の取り組みが引き継がれる SAL報告書 2021

24 リフレクション

八女茶発祥600年のルーツを受け継いでるファミリーですけど、そこの松尾さんがや
っぱりこう、こないだ飲みながら言ってたんですけど、その、なんかこう結局おれが
次の世代に伝えられるのは八女茶山おどりかもしれんて言ってた。結局その、お茶の
ことをやっぱいくら語っても伝わらないっていうか。大事な技術とか思いとか多分言
葉で説明してもなかなか難しいみたいなのをずっと飲みながら言ってました

小森 2022

25 リフレクション
みんな意外とそうですね意外とすんなり受け入れられて、あぁ八女茶山唄ね、あぁ八
女茶山おどりね、じゃあ笠原祭りお願いしますみたいな。八女茶山唄と八女茶山おど
りだったら誰もみんな反対しないみたいな

小森 2022
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析、リフレクションといった行為も多く見られ
た。そして、これらの行為は一部分が繰り返さ
れたり、モデルの検証とテストの行為が行われ
なかったりしているものの、おおむね拡張的学
習プロセス（【2－3】参照）どおりに螺旋的に遷
移していったことから（図 6）、このプロジェク
トにおいて拡張的学習が行われたことが推察さ
れる。加えて、表 4の内容の部分から、活動の
対象が「作品をつくり地域の魅力の発見するこ
と」から、「地域のアイデンティティであるお茶
に関連する作品づくり」というように、実際に

活動をしていくなかで主体の課題や背景が組み
込まれながらより具体的なものに変化していく
様子が見られた。そして、第 3章で述べたよう
に、作品である《八女茶山おどり》ができたあ
とは、主体はそれぞれの立場でこの活動の経験
を活用し、自分達の新たな活動を創りだし、活
動が拡張されていった。奥八女芸農プロジェク
トの活動としてはその活動の成果である《八女
茶山おどり》に関するところを軸に主体たちが
緩やかに関わっていくというかたちに変化して
いる。

図6　奥八女芸農プロジェクトの拡張的学習サイクルの概観

26 リフレクション

外から関わってる人間なので余計思うのかもしれないですけど、馬場さんとか笠原の
かたもそうなんですけど、特に馬場さんとかが、その、八女茶山唄って結構アイデン
ティティーに近いところがあると思うんですけれども、まぁ日本一大会とかもあって、
笠原でもずっと小学校から歌われていたものだと思うので。あの歌を使っておどりを
作っているので、良い方向に向かえばいいなというふうに思っていますけどね

武田 2022

27 新しい実践の統合
と一般化

山村塾とか僕が思ってる茶山おどりの場面と、馬場さんとかお茶関係の人たちが期待
したり面白がってる部分はちょっと違いがあると思うんで、そこの関わり具合をいろい
ろ考えながらですね。それをちょっと楽しみつつどうしようかなって思ってるんですけ
どね

小森 2022

28 問いかけ

馬場さんの思いと、県茶連とか茶推協って言う業界組織がありますけど、それから八
女市とかの事務局の皆さんとか、あと僕ら、たぶんみんな違うこと考えてる可能性が
ありますよね。全然違うことを期待してるかもしれないですね。でも一応こう同じテー
ブルにテーブルで話をしているっていう、推進会議。何を推進するのか共有できてな
いかもしれない

小森 2022

29 問いかけ

この踊りができた後の、お祭りで踊られてっていうのでどんどん町の踊りになっていて、
なんか NHKとか出て、っていうのを面白がっている自分もいるけどこのままでいいん
だろうかみたいな風に思ってる自分もいて、なんかそれが今600年祭で話があるんで
すけど、それがまあなにやるかまだ決まってないんですよね。けどね、まぁ今までのこ
とを発展してなにかをするのであろうという気持ちはみんな多分共通していて、なん
かそういう、その道具化していることへのモヤモヤした気持ちが道具になって次のア
クションが起きてってるなっぁていう感じ

長津 2022
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　また、インタビューでは、拡張的学習に必要
不可欠なエージェンシーの獲得を示唆するコメ
ントが確認された。2016年度の活動の時のスタ
ンスをそれぞれこう語っている。

長津「こちらからお願いして場所であった
りとご縁であったりとか、そういったもの
をお借りするというような、そういうスタ
ンスで関わらせて頂いてたかなと思います」

小森「ちょっと引き気味に主体は SALであ
り大学であり、それをサポートするってい
う視点で関わっていた」

しかし、2018年度の活動については、

長津「小森さんと武田さんでどんどん進め
ていて、こう2018の途中ぐらいから、もう
ほぼ後から聞くっていうことばっかりだっ
たですよね。それは僕はすごく、なんとい
うか、ありがたいな半分まあ良いことだな
ーって、やっぱり思っていて」

長津「こっちがすごく一生懸命やんなきゃ
いけないって思ってやってたけど、だんだ
ん、なんかこう、べつに手を離しても自動
的に起こるみたいな風に、思ってないです
けど、もちろん何か起こったらうちの主催
だから、こう、あるんだけど、そういうこ
とは。でもだんだん、僕はやっぱソーシャ
ルアートラボの一員として行ってたので、
後ろにも何人も先生がいたりとか、やっぱ
り大学っていうのがあったりとかして、こ
ういうことをしたらあの先生がこう思うか
なとかあの先生がいるからこのラインにし
とかないとなとか、まあやっぱ気にしなが
らやるわけですけど、なんかそういうこと
が、なんかだんだん無くなったっていうか、
このクルーのものになってきた」

というように、活動の意思決定についてもプロ
ジェクトの主要メンバーで主体的に行い、メン
バーの実感としてもそれが伴っており、エージ

ェンシーが獲得されたことが示唆された。
　2019年度の豪雨被害が出た際は、

小森「今からどうしようっていうよりかは、
この人たちと何をしようっていう感じです
よね」

小森「積極的な消去法で。たぶんイベント
が、イベントの構成を変えていったんです
よね。消去法ですよねあれね。うん、でも
あれ積極的にみんなでそれを考えた時間が
多分そうだったと思うんですよね」

また2020年度のコロナウイルス感染症のパンデ
ミックへの対応では、

小森「やっぱやれること限られていたのと、
もう武田さんと山村塾とSALとでもチーム
感はあったので、まあこのメンバーででき
ることをやろうよみたいな、前向きな気持
ちは僕はあったような気がしますね」

というように、主体のエージェンシーの獲得が、
災害や2020年度のコロナ禍といった危機的状況
においても、前向きで柔軟かつ積極的かつスム
ーズなプログラムの変更と実施につながったと
推察できる。

【4－2】芸術活動の道具生産的側面
　アートプロジェクトでつくられた作品《八女
茶山おどり》が、作成者の手を離れて人々の【道
具】となり働いていく様子が観察された。おお
まかには《八女茶山おどり》の純粋な芸術作品
としての、芸能としての、あるいは踊りそのも
のの道具的な効果と、もうひとつは、新たな活
動において主体と対象を媒介するような活動理
論でいわれる道具的な効果である。
　前者については、地域の祭りである笠原まつ
りや、唄って踊って味わう八女茶山といったイ
ベントなどで、実際に人びとが一緒になって踊
るような場面のアクティビティのひとつとして、
地域の歴史や文化の伝承と、人々のコミュニケ
ーションの促進という大きく二つの役割を果た
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しているということである。この踊りは観るた
めの作品というより、人びとが踊ること、踊る
場を作っていくことで過去から現在に繋がって
いく作品である。機械化によって失われてきた
「茶揉み」という動作を踊りのなかで保存する機
能するだけでなく、作品をつくる過程で実際に
お茶を手もみで作っていた世代がどのような想
いでそれをおこなってきたのかということも聞
き取り、それが踊りの中に包含されている。《八
女茶山おどり》は笠原地区での八女茶をつくっ
ていくという営みの言葉以外の伝承の手段にも
なり得るということが示唆される。このことは、
インタビューのなかで、八女茶伝来から600年
間の歴史を担ってきた一族の男性が小森に向か
って、自分が次の世代に伝えられるのは八女茶
山おどりかもしれんといったというエピソード
からも伺える。茶の生産に関わる地域住民が、
「お茶のことをやっぱいくら語っても伝わらな
い」「大事な技術とか思いとか多分言葉で説明し
てもなかなか難しい」といった生業の継承の難
しさを日々感じているなかで、この作品を踊り
伝えることによって、八女茶をつくることを伝
承していくのに必要な要素を補完しうるかもし
れないということを感じていることのあらわれ
と見ることができる。そして、《八女茶山おど
り》という作品は、そういった地域や地域の人々
の歴史が包含されているおどりを、向かい合っ
た人と目と目を合わせて踊ることによって、今
現在目の前にいる相手とコミュニケーションす
る機会を創出する、すなわち、共に踊るという
共通の経験を創り出し今の時間を創っていく。
祭りやイベントといった踊る場によって《八女
茶山おどり》という芸術作品がその場に関わっ
ている人びとのコミュニケーションを促進する。
これが芸術作品そのものの道具的効果である。
　もうひとつの、活動理論で言われるような、
活動において主体と対象を媒介するような道具
的な効果は、山村塾の八女茶山おどりプロジェ
クトのなかの「八女茶山おどり推進会議」の発
足において顕著にみられる。この新たな活動に
おいては、《八女茶山おどり》という作品を道具
とした新たな対象と活動が創出されている。《八
女茶山おどり》をコンテンツとした踊りの場を

つくることで、産業振興、民謡文化の伝承、地
域の活性化などに利用したいという主体の思惑
が感じられる。このような主体の動機は、人び
とがコミュニケーションをとり楽しむためとい
う次元を越えており、いわゆる「芸術の道具化」
という現象であると考えられる。人類の歴史を
見ても現在の日本の文化政策を見ても、芸術が
道具として利用されやすいものだということは
自明のことだが、この活動の成果である作品に
おいても同様にそれが道具として利用されると
いう側面が垣間見られた。もっとも、《八女茶山
おどり》という作品を生み出した活動である奥
八女芸農プロジェクトにおいて、最初から地域
振興に利用できる芸術的な作品を創出しようと
いうミッションや意図はなく、道具生産を意図
した活動ではなかった。なぜならば、芸術活動
は作品を生み出すことそのものを目的とするこ
とができ、芸術活動はそのプロセスや作品が有
用性を離れてそれ自体を自己目的化しうるから
である。そのため、芸術活動の目的は、ただ芸
術作品をつくって完成させることとすることが
できる。今回の奥八女芸農プロジェクトの活動
でも、活動の対象は作品をつくることであった。
にもかかわらず、作品が誕生するとそれをきっ
かけに人びとの行動が喚起され、作品が道具的
に機能する状況がつくられた。創造者の手を離
れて自らの生を生きているような作品の姿は、
同じように道具生産的活動である科学によって
導かれた理論が発見者の思惑と異なる形で応用
されていくといった事象と類似している。この
ようなことから、奥八女芸農プロジェクトとい
う芸術活動が活動理論でいうところの道具生産
的側面を持っていることが推察された。インタ
ビューでの、

長津「組織になった瞬間に、あたかもはじ
めからその組織があったかのように、なん
か町の人が振る舞いだすっていうことのこ
との、まあなんか、あ、八女茶山唄ね、八
女茶山おどりね、みたいなさっきの話です
けど、やっぱそれもすごくなんか現代的な
伝承って感じがして、なんかね初めは武田
さんが作ったやつなんだけどなぁ、みたい
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なこととかもうなんかないし、もうどうで
もいいと言ったらあれですけど、なんかそ
こじゃないところで、もう地域への受容が
始まっているっていうのがなんかそれの象
徴として、僕は推進会議っていう存在があ
って、結構面白いなと思う」

小森「僕は結構 どういう風に関わろうかっ
ていうのは悩んでますけどね、いろんな意
味でね。（中略）山村塾とか僕が思ってる茶
山おどりの場面と、馬場さんとかお茶関係
の人たちが期待したり面白がってる部分は
ちょっと違いがあると思うんで、そこの関
わり具合をいろいろ考えながらですね。そ
れをちょっと楽しみつつどうしようかなっ
て思ってるんですけどね。」

長津「小森さんも道具として使われること
に決して何ていうかこのままでいいのかな
みたいな気持ちを多少持ってるっていうの
がすごく面白いなと思って。なんかその僕
はずっと思ってるんですよ。なんかこう推
進会議とか面白いなあと思うんですけど、
なんかこれこの後どうすんだろう、どうし
たらいいんだろうってことを。特にこの踊
りができた後のお祭りで踊られてって言う
のでどんどん町の踊りになっていてなんか 
NHK とか出てっていうのを面白がってい
る自分もいるけど、このままでいいんだろ
うかみたいな風に思ってる自分もいて」

という発言からもわかるように、芸術活動その
ものに関わってきたスタッフは、芸術活動の成
果としての作品そのものとその成果の道具とし
て利用される姿に違和感を覚えると同時に、そ
れに対して多少の戸惑いの様子があることが見
受けられる。そしてこの心情が、表 4に示した
ように、新たな活動に対する問いかけに繋がっ
ていることも推論される。

第5章　結論

アートプロジェクトの地域に対する可能性
　ここまでで私は八女市笠原地区のアートプロ

ジェクトの事例において拡張的学習が行われた
ことと、芸術活動の特徴的な道具生産の側面が
観察されたことを考察した。アートプロジェク
トをきっかけに地域で新たな活動が生まれるこ
とは度々みられることである。したがって、こ
のようなアートプロジェクトの現場では拡張的
学習がしばしば起こっているということが予想
されうる。
　アートプロジェクト、すなわちアーティスト
が地域に入って住民を巻き込んで作品をつくる
といった活動が地域に及ぼす影響として、アー
トプロジェクトにおける拡張的学習がもたらす
影響と、芸術活動そのものがもたらす影響の二
つが考えられる。前者は、アートプロジェクト
に参加することで主体的に地域と関わる機会が
つくられるということが挙げられる。この論文
で取り上げた事例でいうと、ワークキャンプボ
ランティアは主体の活動に巻き込まれた存在と
しての立ち位置ではあったが、自分達の笠原地
区での経験や感じたこと、自分達がアーティス
トとともにおこなう聞き取りがプロジェクトの
作品になるということで明確な目的意識をもっ
て地域と関わることができていた。さらに、拡
張的学習が発生しているような活動では、その
活動の主体はエージェンシーをもち活動を推進
していくことがなくてはならない。したがって、
拡張的学習がおこなわれるようなアートプロジ
ェクトが地域でおこなわれるとき、主体（参加
者）はその地域の住民であれ外から来た者であ
れ主体的にその活動に関与し地域に関わってい
く行為が生まれてくる。また、拡張的学習は、
その活動の中で新たな活動を創り出すような学
習である。そのためアートプロジェクトの活動
をきっかけにして、地域を変える原動力になる
活動が生まれる可能性が多大にある。アートプ
ロジェクトの活動の経験がその地域での他の活
動に活きてくるであろうことが予想される。
　後者の芸術活動そのものが地域にもたらす影
響としては、アートプロジェクトで芸術という
方法をつかうことで、自らのことについて思考
を深めることができることが挙げられる。特に、
その地域に住んでいる人はなかなか客観的に自
分が住んでいる地域を見るということは難しい。
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しかし、芸術活動の場面においては労働や経済
といった目的から距離をとることができ、生活
していくのとは異なる視点で地域を見ることが
できたり、そういう視点を持つ人たちの考えや
表現に触れることができる。そして、芸術活動
の成果である芸術作品は、言葉であらわせない
ことを表現することができる。したがって、そ
の土地で作られた芸術作品は、それがたとえ伝
統的な手法を採用していなかったとしても、な
んらかの地域の文化の保持にも繋がりうると考
えられる。
　つぎに、都市部ではない地方や農村部で芸術
活動をおこなうということについて触れると、
地域住民にとっては、普段の生活の中で接する
ことができる芸術が限られているなかで、普段
の生活では触れられないジャンルの芸術に出会
う機会が増える。これによりその地域の文化多
様性が増大しうる。そして、地方にはあまりい
ない芸術家というちょっと変わった視点を持っ
て暮らしている人びとやその周辺の人びとと出
会うことで、地方ではあまり見かけないような
ライフスタイルや生き方があるということを体
験として知ることができる。このような経験が
ダイバーシティとインクルージョンの意識の醸
成に役に立つのではないかと考える。アーティ
スト（その多くが都市部で活動している）にと
っては、都市部ではアーティストは芸術活動を
おこなう基盤が整った状態で活動していること
が多く、そこでは、アート業界に携わる人たち
が作品を生み出している。しかし、地方でのア
ートプロジェクトではそのようなアート業界の
ようなものはなく、アートの世界のことを全く
知らない人たちが芸術活動に参加してくる。こ
のような特性から、アートワールドでの「芸術
のための芸術」という側面が大きい、都市部で
のアート業界という市場でいかにして生きてい
くかということを考えながら作品を作っていく
活動とは異なり、アートワールドから離れて、
人間と芸術本来の関係を考えるような、「生きる
ための芸術」の模索ができるフィールドが地方
や農村部であるといえるだろう。とくに日本の
地方には都市部よりもはるかに豊かな自然環境
があり、食物・材料・燃料などさまざまなもの

の生産現場である。また、過疎化や超高齢化な
どの社会的な問題が顕著に地域課題として現れ
ている。そしてアートワールドの常識も通用し
ないといったダイナミックで予測不可能な現場
である。そのような要素から、地方や農村部の
アートプロジェクトは予定調和を乗り越えると
いった、より創造的な状況を生み出す可能性に
満ちている現場であるといえるだろう。
　この論文では、中山間地域のアートプロジェ
クトの事例を挙げ、活動理論を用いて分析して、
アートプロジェクトが拡張的学習が起こる場と
して機能しうることを結論付けた。つまり、ア
ートプロジェクトの活動は主体（個人・集団）
の学習や発達につながっていると見なされる。
アートプロジェクトには終わりがつきものであ
るが、拡張的学習によって学習されたことは、
アートプロジェクトの後の活動に繋がり、その
後の活動にその経験が活かされる。このような、
アートプロジェクトをきっかけに、地域を変革
していく活動が生まれるという可能性が、地方
におけるアートプロジェクトを拡張的学習の側
面から考えた場合にもっとも価値があるといえ
ることではないだろうか。奥八女芸農プロジェ
クトでは、活動の対象を、主体のもともとの活
動から離れないかたちで構築していったことで、
それが主体のエージェンシーの発揮につながっ
たと思われるようなエピソードがあった。この
ように、地域におけるアートプロジェクトで拡
張的学習がおこなわれるには、地域住民が活動
の主体となることと、アーティスト達の活動の
対象と地域住民の活動の対象がうまく包含され
た対象を創り上げていくことが必要であると考
えられる。このような、アートプロジェクトに
おける拡張的学習が発生するための要素に関し
てはまだまだ分析や検討がなされていないので、
今後の研究ではこの部分をさらに明確にしてい
く必要がある。
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注

1）﻿ 2018 年度から 2020 年度の奥八女芸農プロジェクト
の活動と成果はソーシャルアートラボのホーム﻿
ページ（http://www.sal.design.kyushu-u.ac.jp/project/
okuyamegeinouproject-2/）も参照されたい

2）﻿ 2020 年度以降の活動は下記も参照のこと。
﻿ 九州大学社会包摂デザイン・イニシアティブのホー
ムページの活動報告

﻿ https ://www .didi.design .kyushu-u .ac.jp/project/﻿
hannohanart/

﻿ https://www.didi.design.kyushu-u.ac.jp/newsletter/﻿
202109_sal/

﻿ 山村塾の「八女茶山おどりプロジェクト」ページ
﻿ https://sansonjuku.com/project/yamechayama
3）﻿武田のトークイベントのプレスリリースは下記の
ページの通り

﻿ https ://prtimes .jp/main/html/rd/p/000000002.﻿
000077401.html
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